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はじめに

これまで、錦織南遺跡において発掘調査な

どが行われた結果、縄文時代・奈良時代・中

世の遣槽が検出されています。また、包含層

からは弥生時代から中世に至る遺物が出土し

ています。

今回の調査地は、西方の羽院野丘陵から流

れる1解創 ||に北接した場所で、 1981年に

大阪府教育委員会によって実施された縄文時

側 の河跡 選出された翻 の東にほぼ

隣接しています。調査の結果、納 IIの変遷

をしるてがかりをえることができました。

最後になりましたが、発掘調査にご協力頂

きました方々に厚く感謝の意を表します。

騨 長 西 尾 典 次
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調査に至る経過

富田林市は大阪府の南東部に位置し、南北約10km、 鰤 。5 kmの距離を有し、39,66厨の

市域面積をもっている。市域のほぼ中央には石川んヨヒに流れている。この石川によって形成さ

れた低位及び中位の河岸段丘�期斡こ発達しており、特に、左岸t蒔需繁鋭慟 顕ヽ者に見られる。

富田林市内の追跡の立地を見ると、集落が広がる段丘面を見下ろす丘陵の先端部に前期及び

後期の古墳が点在している。中期の古墳は、中位段丘面に立地しており、他の時期の古墳に比
べ極めてその数は少ない。集落遣跡は、旧石器時代から近世に至る時期のものがあり、原始の

時代から富田林の地に人々力甥 していたことがわかる。

錦織南遺跡は、市内の南部にあって、石川の左岸、近鉄南汰阪線滝浴不動駅の南西に広がっ

ている。その規模は、南地630m、 東西47術におよ応馬 1971～1976年に富田林市教育委員会が実

施した分布調査によって確認された遺跡である。その後、富田林市教育委員会や大阪府教育委

員会が実施した発掘調査で、遺跡の内容がしだいに明らかになり、縄文時代腕期から中世に至

る複新 あること力半J明 してきている。

やテかJ/′ /

挿図 1 発掘調査地位置図
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こ例鼎∽南週跡において、大阪消南聞断湖膏労建弩彰硼静ヅ憫期|1南部流顔下水道事業として

河内       ポン      を計画し、平成3銅聾神こ工韓 したい旨の打

謝 ＼富         を通じて富田林市教育委員会にあった。本事業は、富田林市公

共下水道事業との関連が強いことから、富田林市において発掘調査の対応を行う運びとなった。

これを受けて、富田林市教育委員会は大阪府教育委員会と協議をした結果、事前に予定地内の

追跡の状況を具体的
`こ

把握するため、平成3年 二月に大阪府教育委員会によって事前の小規模

確認調査を行うことになった。そ聴 帥 遺物を含む流路と,可 I聞鎖層力潮油され

た。これをもとに事業主体である大阪府南部流域下水道事務所と工事の工法変更等による遺跡

の保存計画について協議した結果、変更について図困難であるとの結論に達し、平成3年度に

ポンプ場本体の部分を全面発掘弱麿することになった。

このような経過から、富叫 員会教育長と             との間で、

4HJI膊脚騎顔不水道事業河内        ポンプ場築造工事の伴う― 化財包蔵地の

調匿について覚書を平成3年 7月 12日 に締結した。これにより、調査に向けての検討を行っ

腺 富田林市教育委員釣 潮翻麟撻助調麿会を設立し、平成6零度の供用開始に向けて発

鱒 めていくことに至った。

現睦蠅鈎よ、平成3年 10月 1日から平成4年 3月 17日まで行い、報告諭的夷に伴う整理

業務については、平成4年 7月 1日から平成5年 3月 31日まで行った。

錦 織 南 遺 跡 調 査 会 組 織 図

理 事 長  西尾 典次 に報羽輔憩育委員会拘制動

事 務 局 長 花岡 主祐 (富      会拘謝鋼動

事務局次長  山口 幹男 (富田林市教育委員会社会教育課長)

総 務 部 長 抑 ]】胎 値 醐 戟 聴 韻

調 査 部 長 京谷 守 鮭報朔輔顕育委員斜 園 鯖 調 酷 糊 長)

技  師  址 亘 億 帷 員留竪渤育楽賜度員)

理  事  北野 耕平 ●F硝祀汰学教授・富mar鱗 搬踏絵委員)

理  事  亀岡 勝敏 じむ納財育委員会文化財保護課長)

理  事  】曖腱玖男 建彗[跡冊粥清委員紳 )

理  事  桐 義訊 G言:跡桐司落訟崖長)

理  事  松浦 欧 鮭軽跡市総務鋼動

理  事  坂本 趨 に報瘍輔下水肖判動
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Ⅱ 調査の成果

ポン        を対象とし、1774rを全動 した。その結果、水田に伴う水
抜き用の暗渠を2条を検出したほ力＼溝と4本の自然河道を検出した。

"過
程で、上

層の遺構面と下層の遺構面の2面においてそれぞれの遣構を検出した。

1.提
蟻

上層での遺槽を検出した面までの基本的な堆讃層は、9層ある。このうち、第 1層および2

層は、近 。現代の水田堆積で、15-20ollの厚さである。第3層および4層 tよ 約釣clllの厚さが
あり、旧水田の堆積で近世の遺物を含んでいる。この水田には、水抜き用の石詰暗渠が敷設さ
れていた。第5層および6層は、約悶clllの厚さで堆積しており、場面の水田面と同様に石詰暗

渠が敷設されていた。この暗渠からは、16～17世紀代の遺物が出土している。さらに下には第
7～ 9層が調査地の南東部にのみ約嘔cmの厚さで堆積している。この堆積も旧水田のものと思
わ払 12～16世紀代の遺物が出上している。この下の面を上層の遺構面としてとらえた。

溝

調蔭地の北東部に見られる。東西および

南北方向の溝 (溝 1)には、瓦器が含まれ

ている。北東端部に見られる北西から南東

方向に流れる溝 (溝 2)は、河道 2に流れ

込む。

戸祓萱4

調査地の南に接する1僻創 IIがこれに相当

すると思われる。調査地の南端部で第 3層

上面を切り込んで堆積している。氾濫によ

るものである。

礎 3

第 5層上面から切り込んでおり、調査地

の南半部を東に流れる。堆積にt妙 遺

物と共に痣就紀兆巨唖働流 しり層に多数

混入しており、流れの凄さを物語っている。

河道 2および1の堆積までも押し流してお
上層遺構全景 (西から)
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り、河道の底では大阪層群の表面が見ら

れる。

河道 2

第 6層、一部第 9層を除去した面に検

出した。埋土中からは、弥生時代から鎌

倉時代までの追物が出土している。下層

上面には、古墳時代の遺物に混じって植

物遺体が多く含まれており、流れが次第

に緩やかになっていったことん汲渤 るヽ。

脇 は、翻 の北湮瑚静 らヽ中央部を】ヒ

の肩にして東方向に見られる。この河道

を河道3が調麿地の南西端から流れ込み、

東半部に行くにしたがって、完全に河道

2の堆積を切りiA3でいる。

2.下層の遺構

瀬強萱1

河道 2のベースとなっている堆積が河

道 lυ瑚罪で ある。青灰色シルトを中心

とする壇陛bOヽ らは、縄渕時代晩期に属す

る土器類が出土している。

河道 1全景航空写真 C雪から)

中世期河道   ~
近世河道

河躍■全漂″避装審霊C約いら)調査地西方の大阪府教育委員会検出河道
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Ⅲ 出 土 遺 物

今回の調査では、縄文時代から近世に至る遺物が出上した。 1.土器・ 2.石器の順に観察

を加える。

1.齢

土器類には、肌 らヽ磁器に至までさまざまな遣物が出上している。その大半が河道出

土の遺物である。河道は、的 の土器だけが出土した河道 と、的 から中世

とこ至る動 拾 も芹碩萱2、 網わ簿時F諺剣胡か弾 拗 勲 給 も序碩芭3、 包舘 鋼 ・ 6層)

切り込んだ右撃隅謂謗 らヽ近山の溜物を含醜 4がある。その他には、河道 2に膊 でい

た溝 1・ 2や第 6層を掘り込んだ暗渠 1・ 第 7層を掘り込んだ暗渠 2がある。以下、河道・溝

・噂県・包高層のI同こ観察を加える。

朧 1鰤図 3-1～ 61瑚反6)

蜘 の土器が出上している。

縄文土器は、器点ある。そのうち 1点は黒       で、他は組製の上器である6黒
(3)は、鉢の口縁部のみ残存し、1駆整2.lcmを測る。粗製の土器には、深

鉢・深鉢あるいは甕の口縁部と思われるものと底部がある。深鉢 (5)は、回径32.9cmを測り、

体部の段は明瞭に残り、日縁部は外反する。外面は条腐調整が施され、口縁部外面には、貝殻

による条線が 3条巡る。深鉢あるいは甕の回縁部と思われるものは2点ある力＼磨滅と剤離が

著しく残りが悪もち (4)は、口径閉。lcmを測り、外面に粘土紐の継ぎ目が残る。底部は、 2

点あり、ともに凹底のものである。胎土中に角閃石を含むものと含まないもの (6)がある。

２

ロ

ーー

ーー

町

一
一
【
韓
苺
攀
弾
一

Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
脚

〔j

挿図 3 戸随 1出螂
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10  ‖

9 12 3

挿図4 河道2出土土器

(6)は、底径a8cmを測り、外面は丁寧な条痕調整が内面はナデ調整が施されている。その

他(条痕調隧の後条線の施されるもの (1・ 2)や外面右繊維束によるケズリ調整を施したも

のがある。

河道2G題馳 -7～15・ 5-16-47剛反6・ 7)

土層からは縄史時代後期から中世の遺物 餌趨晰 )が、」新目からIヱ埓電茂警争伏所¢翻から細

代に至る遺物 (挿図4)が出土している。

礎 の勘 には、縄政壁謝■弥豊避燃ξ・土封燃争・須臆燃勢 あヾる。

縄東土器は、12点あるがいずれも粗製土器の細片である。土器片に1炒卜面を条痕によって調

整するものと繊維束によってケズリ調腱するもの (7)がある。

弥生土器は、弥生時代後期の平行タタキ調整 (3本ん0のある破片がある。

土師器tよ ゼ掬製評ψ らヽ奈良時代に至るものがある。古墳時代に属するものには、壷・高杯
i甑・甕などがある。壷 (9)は、日徹 2cmを測り、口縁部t帥 に外上方にのびるタイ

プのものである。体部外面には煤がべっとりと付着している。高杯には、脚部と杯部を貼り付

けによって接合するタイプと脚部を杯部に挿入して接合するタイプがある。貼り付けによって

接合するタイプには、古墳時代後期の須恵器を模した (15)がある。杯部と脚部の接合部分に

は局い円の刻みが施されている。甑は、 1点のみ出上している。 (14)の形状は、バケツ状の

を呈し、日縁端部は船 る面をもち、体部中位に牛角状の把手をもつ。甕には、4選り もの
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(8)と大型のものがある。奈良時代に属するものには、生駒西麓産の胎土をもつ土釜や螺旋

暗文が残る皿がある。

須恵器は、古墳時代から奈良時代のものがある。古墳時代に属するものには (10～12)の蓋

杯がある。杯身は、たちあがりが高く、器高の約 1/2を占める。たちあがりは、貼り付け手法

で形成されている。また、口縁端部は、内傾する凹面もつ。底部から杯部の外面は全体の2/8

以上におよぶ回転ヘラケズリ評盤勤瀧,されている。杯蓋 (10。 ■)は、天丼部と口縁部の境に

稜が認められず、 (12)よ り新しい時期のものである。奈良時代に属すると思われるものには、

(13)の杯や高台の付く杯がある。

」日曜ヨの礎黎移

"こ

は、 蒋毯政と上認淫・珊 ・鶴 。昇尉E上上遍澤・]豆認淫・IE要と上認淫・羽晴翻即名据居。レ秦隣員

質土器・磁器・製塩土器・瓦がある。

縄文土器tよ B点ある。その内縄文時代後期に属するものが 2点ある。いずれも深鉢 (16・

17)である。 (17)は、北白川上層式の口縁部片で外面に同い円文が施されている。 (16)は、

粗製の深鉢の体部片である。体部外面は、条痕調整されている。

土師器は、古墳時代から中世に至るものがある。古墳時代に属するものには、高杯・甕があ
‐

る。高杯は、 (18)な どほとんど力潮聞貯である。 (18)は、据径 9.6cmを測り、杯との接合

部には不規則な刻みが施されている。奈良時代のものに1よ 杯・皿・高杯・甕 。などがある。

杯には、内面にヨコナデ魂躍筆刀餘瑚魅削陶喧文の施されるものとヨヨナ灘 もの QO)があ

る。皿は、平らな底部から斜め上に開く口縁部(端部は、わずかt翻町 るタイプ (24。 25)

のものである。いずれも底部外面をヘラケズリ調整し、内面には斜放射状暗文と螺旋暗文が施

されている。高杯は、脚柱部を面取りするタイプ (19)のものである。甕は、口縁部が大きく

外反し、体部外面をハケメ調整するタイプ (22)と体部はあまり張らず口縁部が大きくひらき、

体部外面t君調整を行わずオサエが残るタイプ C23)がある。 (22)のタイプが大半を占める。

中世のものには、小皿 C40-43)ポ期肇帥 あヾる。だ、皿には、回縁部と底部の境に稜をもつもの

QO-42)と底部から丸みをもって同縁部に至る Q3)がある。

須恵器は、古墳時代から,条劇時代に至るものがある。期 に属するものには、蓋杯・長

顕壷・短顕壷 。醜。
1翔慨・螢まどがある。蓋は、開 ヒし婢 し瑯 師 に局い円タタ

キをナデ消した痕が観察できる K29)タイプと紛 Ⅵ超yヒし、内面にかえりの付く C30)タ

イプがある。杯身は、たちあがりが短く内傾し、日縁端部が丸くおさまるもの C33・ 34)と内

傾ける面をもつものがある。長顕重 C28)は、1点のみ出上している。短顕重は、日径が 5cm

以下の C27)と 10cmを越える大型のものがある。奈良時代に属するものにtよ 蓋杯・瓶・甕が

ある。蓋杯は、偏平な擬宝珠状のつまみをもつ蓋 (31・ 32)と、高台をもつ杯身 (35・ 36)が

ある。瓶は、 C26)1点である。 C26)、 ld/J選里Cttk務部下半に2個的 湘:されてい
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る。

黒色土器は、A類が出上している。椀と脚 形を呈しふんばる高台がある。椀 C44)

は、口縁端部に内傾ける面をもち、内面に丁寧なヘラミガキ膀 施`されている。椀には、他

に口縁部内面に沈線が巡るものがある。

瓦器には、椀がある。椀 Q5・ 46)は、口径13.7cmと 13.Ocmを測り、いずれも回縁端部は内

傾ける面をもつ。体部内外面ともにかなり丁寧に陵方向のヘラミガキ聰 施`されている力＼

Q5)は、日縁部外面もヨコナデ調隧の後r部横方向のヘラミガキ調整が施されている。

灰釉陶器は、輸高台と呼ばれる高台がある。 Q7)は、見込みの部分に重ね焼きの跡が認め

られる。

製塩土器は、103点ある。日縁部がひらき、端部が丸くおさまるもの (M)と直国の口縁部

で端部が丸くおさまるもの C38)と直口の口縁部で端部が平坦面をなすもの G9)がある。全

て奈良時代に属する紀淡海議農のものである。

河道39醒睛 -48将1 図版 6・ 7)

縄文時代から中世|こ至る過物がある。縄文土器・土師器・須恵器・瓦器・瓦質土器 。無釉焼

鰯 あヾる。

縄文土器は、10点ある。晩期の粗製土器である深鉢あるいは甕の体部片 C50)と底部 (51)

がある。 C50)は、体部外面は、繊維東によってケズリ調整されている。底部 61)は、凹底

である。破片には後期の北白川上層式に属する (48)や晩朗に属する (49)がある。 Q8)は、

縦方向の3条の条線と縦位の縄文 (下段無節縄文・RL)力湘誉れている。 Q9)は、爪型文

が施されている。

土師器は、中世に属する小皿・椀・羽釜 。甕などがある。小皿には、日縁部と腐静が勲こ稜

をもつもの C54～関)と底部から丸みをもって口縁部に至る (57・ 58)がある。

須恵器は、古鏑時代から中世に至るものがある。古墳時代から奈良時代に属するものには、

蓋杯・動 あヾる。 (52・ 53)は、奈良時代の杯蓋である。中世に属するものには、の東播系の

招鉢がある

瓦器には、ガⅦ[と椀がある。小皿 K59)は、日縁部と底部の境に稜をもつ土師器のィよ、皿と同

じタイプのものである。見込みの部分に螺旋状のヘラミガキが施されている。椀 GO)は、日

径12。 3cmh残存器高 2.5cmを測り、外面にヘラミガキが見られない。

瓦質上器には、招鉢・火鉢・甕などがある。

曲 は、壷 (61)が 1点ある。日径13.2cmをはかり、日縁部はややひらき、端部は

玉縁状を呈する。丸みをもつ肩部外面に単位4条以上の欄舶波条文が施されている。
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翻 6随 3・ 4 溝2 包含層出土土器

河道49題関 -62-70)

古墳時代から申 がある。土師器・須恵器・黒饂 ・瓦器・瓦質土器 。青磁・無釉

腕綱陶器・磁器などがある。

土師器には、奈劇時代に属する高杯や中世に属する小皿がある。小皿 (65-67)は、日縁部

と底部の境に稜をもつタイプである。 (65・ 66)は、粘土結合痕が残る。
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須恵器は、古墳時代から奈良時代のものがある。古墳時代に属するものには、蓋杯や甕があ

る。杯蓋は、天丼部と口縁部の境に明瞭に稜が残るタイプと稜がなくなり口径が大型化するタ

イプ G2)がある。 (62)は日径17cmを測る。杯身には、 G2)とこ伴うタイプのもの G3)と

奈良時代に属する高台を有するものがある。

黒色土器には、A類とB類の椀がある。A類の椀には、口縁端部が丸くおさまるものと沈線

が巡るものがある。B類の椀は、1点のみ出土している。

瓦器には、椀がある。椀 C68・ 69)tよ 回径10。 9cmと 11.2cmと 小型で浅もヽ。体部外面にはヘ

ラミガキ調整が見られない。 C68)の内面には間隔の広いヘラミガキ調隧が見られる。

瓦質土器には、羽釜がある。

青磁には、椀がある。

無釉焼締陶器には、招鉢片がある。

磁器には、18世紀代の伊万里焼がある。碗がある。碗には見込みの部分が蛇の目釉劇ぎがさ

れた C70)や、呉須で梅文が描かれたものなどがある。

溝 1

迫船静朝解謗 4ヾ点LLしている。

溝2観覗

“

-71・ 72醜 6)
・  縄文時代から古墳時代の遺物がある。

縄文土器tよ 晩期のものと思われる口縁部片 91)が 1点ある。

古墳時代に属するものには、土師器・須恵器がある。

土師器は、細片である。

須恵器は、蓋杯の蓋がある。艦 には、日縁部とス』闊Ⅳ功竜とこ]魔があるタイプと無いタイプ

α2)がある。 C72)は、口径13.8cmを測り、回縁端部には内傾する面をもつ。

嘩 1

靭 らヽ中世に至る遺物がある。土師器・須恵器・黒色土器・瓦器がある。

土師器は、奈良時代に属するもので皿・高杯・十等・甕などがある。十釜は、生駒西麓産の

胎上をもつものである。

須恵器は、蓋杯。甕などがある。杯身は、高台の付くものである。

黒色土器は、A類の椀が1点ある。口縁端部には、沈線が巡る。

瓦器は、細貯であるが1点ある。

-12-



醍暑晨2

奈良時代から近世に至る追物がある。土師器・須恵器・製塩土器・磁器がある。

土師器には、期 らヽ中世に至る皿・椀・高杯・土釜などがある。

郷 には、紳 の蓋杯欄 あヾる。

製塩土器は、奈良時代に属する紀淡海峡産のものである。

磁器は、1開 代の伊万里焼きの碗がある。外面t中 潔われている。

包含層 (挿図 6-73～89 図阪 7)

第 7～ 9層

土師器・須恵器・黒色註器・瓦器・瓦質土器・ L-8・ 灰釉陶器・製塩土器・瓦がある。

土師器には、奈良時代かヽらI判」こ至る小皿・皿・杯・椀・鍋・甕などがある。

須慮器には、古墳時代から中世に至るものがある。古璃時代から奈良時偽の蓋杯・壷・甕や

ψ 的 などがある。

黒色土器とこtよ A類の椀がある。

司器とこtよ 椀・河NIllbヾある。

瓦質上器tよ 羽釜や平行タタキ調隧のある破片が出土している。

L-3に は、招鉢や平行タタ名調整のある破片が出土している。

灰釉陶器は、輪高台と呼ばれる高台 α5)がある。

製塩土器は、奈良時代に属する紀淡海峡産のものである。

第 5・ 6層

土師器・須恵器・昂絶 出 裾・瓦器・土師質土器・巫讃 聖 器・陶器・磁器 。青磁・製塩土器・

瓦などがある。

土師器は、奈良時代から中世に至るものがある。小皿・皿・高杯。十釜・甕がある。中世に

属する小皿 98)は、日縁端部とこ沈線が巡るタイプである。

須慮器tよ 帥 らヽ中世に至るものがある。古墳時代に属するものにtよ 蓋杯痢高杯の

脚 K73)や台付き壼の脚合部 C74)がある。奈良時代に属するものに1よ 蓋杯・壷 。甕などが

ある。中世に属するものには、東播系の指鉢がある。

黒色≧器には、A類の椀がある。

瓦器には、ガⅧ阻Gl)や椀がある。

土師質上器には、羽釜 。十能や平行タタ名調整のある破片が出上している。

瓦質土器には、甕などがある。

-13-



冑曲よ 穂謗 あヾる。碗の知面に1ゴ拗W准刻力潔 められる。

磁器には、伊万里焼の碗がある。碗には呉須で施文されている。

製塩土器は、奈良時代に属する紀淡海峡産のものである。

第 3・ 4層

珊 ・須恵器・黒色圭器・瓦器・三閣藤鍋瑠巨・瓦質土器・す昭触勝部謡ま・陶器・磁器・青

磁 。白磁・製塩土器・瓦などがある。

土師器は、奈良時代から中世に至るものがある。小皿・皿 。高杯・十釜・甑 。勘 あヾる。小

皿に1よ K79・ 80)がある。GO)は、       削 られる。

須恵器には、古墳時代から中世に至るものがある。古墳時代に属するものには、蓋杯 K76)

などがある。1奈良時代に属するものには、蓋杯 C77)や平幅・鉄鉢などがある。中世に属する

ものには、東播系の招鉢(86)がある。

黒色遇榊こは、A類の椀や高台がある。

瓦器1こ tよ ガⅧ際弟拗 あヾる。椀 G2・ 83)は、日径10。 4cmと 11。 9cmと小型で浅い。体部外面

にはヘラミガキ調整が見られず、内面には間隔の広いヘラミガキ調整が見られる。

EL― Xに tよ 羽釜・招鉢晰 タタキ胞 ある破片などがLLしている。

聯 には、招鉢(85)・ 甕などがある。

無釉焼締陶器には、堺招鉢招鉢がある。堺招鉢 G7)は、口縁部内端面下位に低い凸帯が

めぐり、日縁船妹縁は、断面三角形を呈する。堺招鉢の分類上誰助にlttさ れる。

陶器には、丹波焼の招鉢がある。

磁器は、1削野勒 万里焼がある。伊万里焼は、見込みの部分を蛇の目釉劇ぎするものが

ある。

白磁は、碗がある。碗 C84)は、日翻 温潮状を呈するものである。

第 1・ 2層 (挿囲 6-88・ 89)

地船器・夕眼瑠子・瓦器・コ毒鍋昭旨・無袖開脚鶴岳・陶器 。磁器・瓦などがある。

土師器には、奈良時代から中世に属するものがある。だヽ皿・皿・十等・甕などがある。ガヽ皿

にtよ へそ皿と呼ばれるものがある。

須恵器には、古墳時代から奈良時代に属する蓋杯や甕 C88)がある。

瓦器には、椀がある。

瓦質土器には、招鉢 。平行タタキ融 ある破片などがある。

無釉焼綿陶器には、堺招鉢がある。
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陶器には、鉢がある。

磁器には、B世紀代の伊万里焼がある。皿・碗がある。

の (89)やコンニャク判で桐をスタンプするものがある。

するものがある。

碗には、タト面t響彰諫ユがこJ首くも

また、見込みの部分を蛇の目釉剥ぎ

註 2

註 1

註 3

(田チID

縄 文土 器 につ いて は、大阪府教 育 委 員会 文化財保 護課  技 師 宮野淳一氏・ 天 理

大学 文学部 歴史 文化学科  桑原久 男 氏 よ り御教示頂 い た。

山内紀 嗣  「 布 留遺跡 出上 の製塩土 器 I」  考古学 調査研 究 中間報告 9

埋蔵 文化 財天 理教調査団  1984年

堺 市教 育 委 員会  「 堺環 濠都 市遺 跡 (S【T79)発 掘調査 報告 」 堺市 文化 財調 査

報告書  第 二十七集  1988年 12月

「 近世 都 市遺 跡 出土 の陶磁 」 東洋 陶磁 学会 第 17大 会 資料  1989年 11月

2.石器

石器迪物②総数は137点である。うち14点を除いて、他はすべてサヌカイト蜘 であ

る。これらのうち複刃削路(12)、 剣片(Na 34)、 磨石(37)だけ力＼縄文時代晩期の河道から出

土している。他はすべ       までの河道(近世の暗渠、包含層からの出土であるた

め、ほとんどのサヌカイト製の打製品については遺構の所属時期に年代をあてることはできな

い。しかし、それらの年代I士鯛解攀拗 らヽ縄k時代後期から晩朗と推測することが可能である。

サヌカイト製品以外のものは遣構の所属時期に年代をあてることのできるものもある力＼でき

ないものもある。

さて、137点の石器遺物には、サヌカイト製の打製品として石器14点、石核1み煮 潔け褐款魚

聘 点 繍劣 型 の理既砕 1点 綱凱培片1点、幌 製のLJIIB点 翻 点 繊計

3点k礫岩製の凹み石1点、凝灰岩範罵誕懃研囲里 芸魚 中 臼l�溌め られる。

ここでは、まず、サヌカイト製の打製遺物として、個 の々石器、石核、剥障の中でも打面作

睦とこ置蘇牟羞獣   挙絡   写1猛:ヒ縄
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察表には則片素材の石器も含めて劉片としての属性観察が可能なものすべての資料が含まれる。

サヌカイト以外の製品については、その他の遺物として記述する。

なお、実測図は原則として打面側を手前にして、先行剖離面側を左側に、主剖麟面側を右側

に配置する。ただし、石妹 融 臆 横形削器(6)、 ピエス・エスキエ(18)、 石核につい

てはそれに従っていない。記述にあたっては先行剥離面側を表面とし、主剖朧面側を裏面とす

る。左右の記述融特に指示のある場合を除いて、すべて実測図の左側を基準にしておこなう。

その場合も、Trallを手前においたと想定して記述している。

サヌカイト製晒翻

和 挨1-2(脚 ・剛 用)

(1) 基部り形態曲図凹形である。基郡の作りだしは

整によっている。調整は帷 、車鬼桁印� 凸形である。整形t        、裏

隠 詠 線 右縁の1同こ整形されている力比表面迭縁部中央から錨部寄りに認め

られる凹部は表面からの何撃による折れである。先端部と片脚部が折損している。残存長郷。2

11Hll。 幅15.航 厚さ&揃 。河道 2出十^

(2)素材図厚みのある横形剰貯で基端部を裏面右縁にしている。打面は表面細部調整によっ

て取り除かれている。基部の形態は凸形である。基部の作りだしは薄形羹圃間矯湘徴Dlゑ 薄

によっている。調整は帷 、中剣姉印ま両凸形である。整形1-濤
と痔朝弁疑形翻随JЦ形辱駆群剛郊認滴よ 左鯵熟ま

整と,瓢霧影孤劃期舞話細器躍働液 舘 る。蜘 .航 餞 1・ 駈L厚さa OIm。 河道

3出十ハ

釉 -4(配 7・ 朋 )

(3)原面打面をもち打窟のやや発達した横形剰障を素材にして、その素材の先端縁左端に尖

端刃部を作りだしている。尖端部の整形は、左縁が折りとった後、その折れ面に薄形深形直線

形両面細部調整を、右縁は莉面からのたたき折りでノッチを作りだした後、尖端部を鋭くする

ためi3慟厚膨緊M凹形表面細部調整によって形作られている。素材の基端部右端にはつまみを

作りだしている。つまみ部の整形は、左縁は原面上に               施し、

右縁は薄形深形および侵形を重複させて、両面細部調整でノッチを作りだし、その右側に薄形

深形直線形裏面細部調整でさらに形を整えている。尖端部の断面形は四陶形。両縁形lul+島

連続度は4分の 1以上。尖端部の尖り方は鈍く、やや磨滅している。長さ53.鈍眺 幅認.輸眺

厚さ&O IIBll。 河道 2出上

(4)垂直割れをおこした剖片を素材にして、その素材の先端部に刃部を作りだしている。尖
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端部を作りだすために素材の原形を変えるほどの整形はなされていない力ヽ 尖端部を鋭くする

ため|こ薄筋躙吻晦畑馴変韮帥闊観腱を施している。帥 断面形は到期腕 螂 の尖り

方はやや鈍く、磨滅している。長さ4α 軸眺 幅17.輸出 厚さ■.助恥 河道 2山色

,母レ肯3:社,   (1属 il】【,7  ・ 幽 )

6)劉 麟面打面をもつ打瘤の発達しない横形鋼片を素材にして、その素材の先端縁左半分に

主剥離面から1回の彫刀面脚撃を加えた無調整面彫器である。彫刀面脚撃以外の細部調整は認

められな ちヽ長さ37.駒眺 幅16.lllEll。 厚さ7。 l llEll。 第 7層出七

倒 刻J踊 -7鱒離 ・剛躇 )

(6) 動 を素材にして、その素材の先端縁左側 3寃配)lt

と残りの右側 3分の21             複合して刃部を作りだしている。なお、

基瑞鞘調尊形朝研多(叡既油守とこ侵形わ邁艶舞する)胆町彰裏踊酪犀箸調醒欺夢剰財紹脳w労覇面を1取り除い

ている。全体t襲腕 著 しい。長さ22.駈略 幅町。lllEl。 厚さ15。 前略 河道 3出t
(7)原面打面の打層の発達しない横形剰片を素材にして、その素材の先端縁に薄影深脇凸形

裏面細部調整に一部(表面にも非連続で同様の細部調整を施して刃部を作りだしている。右側

面にも原面をもつ。長さ54.lllHll。 幅開.輸眺 厚さ10。 助眺 河道 2趾色

醐 隅 司 鰤 剛 ・印厠 )

①  基端部を欠いた怯形剣片を素材にして、その素材の右縁に厚形深形凸形義圃鰯鮎調整で

刃部を作りだしている。素材の先端縁は素材畑片知離時の段が残されている。刃部と反対側に

は国面をもつ。長さ30。 助L幅∞。航 厚さ10。 助眺 第2層巾十ぉ

③  線上打面をもつ打瘤の発達しない両極技法でとられた期片を素材にしている。その素材

の左縁に             刃部を作り出している。先端縁右側には薄影深形直線

形表面細離調整岱認められる。素材の右側面は原面である力＼その原面を打面にして薄形侵形

認められる。長さ側.駒眺 幅開。助眺 厚さ&揃 。第6層出十̂

b硝略 1卜11(翔� 。図阿 )

(10 先端面が原面の機形知片を素材にして、その素材の基端部を取り除くように、薄形侵形

凸骸両耐鰯監躍睦t群膨脳8とこ      重複させて、刃部を作りだしている。長さ73.拘眺

幅研.助比 厚さm勁眺 河道3出十n

(11)基端部を欠t域剖貯卿 を素材にして、先端縁に意筋猾陵切磨轟脚闊蹴腱:と

平影躙脇町防麺議購癬躍斃榎合させて刃部を作りだしている。長さ盈 鈍略欄靴航 厚さ

15。 輸略 河道2出十n

捌 略 12～14(1司印 ・E馴用 、10)

(12)劉雌打面で並列する二重′ヾルブをもち、打瘤の発達しなぃ先端ヒンジの横形劉片を素材
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として、その素材の先端縁と右縁に連続して刃部を作りだしている。先端縁の刃部は左側5分

の4と右側5分の 1の割合で角をもって交差している。先端縁の左側は厚影深形S字形表面細

部調隧(右側は意形侵形薗僚眩詞闘制部調整と厚形深形遭斎形標騒湘闊9隧勤液合している。

右縁t浮訓姑洸狸形表面制離理徴             選壌 している。全体に磨滅

している。長さ45.lllBll。 幅∞。lllBll。 厚さ8.輸 。河道1出十ハ

(13)打瘤の発達しない剥片を素材にして、その素材の左縁先端側の半分と右縁基端側の3分

の1に刃部を作りだしている。左縁は             と醐    (―培R4詞の

表面細部調整が複合する。右縁は薄形深形直線形表面細部調整が施されている。基端部は薄形

拗 刃付けの前に施され、そのとき素羽剖麟時の打面が取り

除かれている。長さ58.航 幅罰.航 厚さ&51m。 第5層出十∩

(14)原面肘面と思われる、両極披法で剣離されたため打面が線状になっている打瘤の発達し

ない横形剣片を素材にしている。その素材の右縁とん縁の全縁にわたって刃部を作りだしてい

る。素材の先端縁は表面からの打撃をうけて欠けているため、刃部の全長はわからないがもっ

と長かったと思われる。右縁lSallの表面半分に            と厚形深形凸形

細郎調整が重複し、裏面は全縁にわたって平形侵形凸形細部調整と竜膀飛脇凸形細部調整が重

複して施されている。左縁l― l呻 渥呼調脇矧防難曲脚闘踏、残りの先端側に薄形

魂搭れている。長さ31.翫眺 略融&翫跳 厚さ10.鉤眺 第3層出亀

山 15(棚 ・跡 10)

(15)両極披法の石核の打面調整のために生じた剰片。石核時には両縁とも台石上打撃で剖片

剖雌がなされている。その為、石核の全縁に平形深形連続細部調整が認められる。ただし、そ

れほど大きな劉障を剣離できていなもち剖貯は原面と平形深形細部調整が交差して山形をなす

点を打点にしている。剖障の形態は石刃状剖片である。打瘤の発達はみられない。長さ紐 助眺

幅81.純 厚さ25.航 第4層出上

ピェス・ェスキェ16～19(桐醒∽・図版10)

(16)離の先端郎と醐 に           ヽ】碧稿部に平形期既察蹄繕覇副船婚翔整

が認められる。長さ31.助眺 融 、勤眺 厚さ■Omm。 第7層出十∩

(17)両極披法で劉離された原面打面の劉片の両縁部に          ヽ打点部の右

側には平形深形連続裏面細部調整が認められる。長さ26.駒鴎 幅盟.駒鴎 厚さ4 4dm。 河道 2

出上

(10 剖片の両縁部に平形深形連続両面細郎調整が認められる。基端縁にはピエス・エスキエ

として、使用された時に生じた垂直割陥が認められる。先端面は原面である。長さ28.伽眺 幅

25。 8m。 厚さ6.9um。 河道2出上

-20-
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(19)両端部を欠いたWを 素材にしている。その素材剰片の両縁部|こ

面細部調整が認められる。表面は原面と折桐面で構成される。全体に磨滅している。長さ18.0

11Hll。 幅鵬.航 厚さ&蜘 。第3層出t
脇 卜 31(刺10-12・ 醜 10、 10

CO)右側面に垂直割脇の認められる鋼片を素材にした石核である。両極披法の石核で、素材

剥貯蜘 に1枚の薄い劉片を取っている。剰片剰離作業は1回で、このときの打面は

ハジケて失われている力ヽ 長さ約27m、 幅約野囲の剰片を得ることができたようである。30.5

×29。 2×aO(m)。 暗渠2出十A

(21)剰片を素材にした石核である。両極技法の石核である力ヽ それほど大きな剰片を取るこ

とができていない。剖貯剖離時に逆垂直割れをおこしている。32.5× 22.5× &Om。 第 7層

出十̂

(22)磁 ′ゝゞ疑分にもつ劉片を素材にした石核である。両樋披法の石核で、1回の剣離作業

で表裏両面から剖貯が同時に取れた可能澁が高い。このときの打面tン ジヽケて失われている力＼

台石に接していたと思われる対縁には平形深形両闘鱈部調整に似iへさな剖酎が認められる。

剖片剰雌作業は成功したらしく、長さ紐 駒K幅衛231mと 長さ約囲剛、附 価 のともに打瘤

の発達していない剥片を取ることができている。34.5× 29.6× &7(ImJ。 第5層出七

(23)劉片を素材にした石核である。両極技法の石核で、1回の劉離作業で長さ1徹励臥 幅約16

11111の打瘤の発達していない剰片を取ることができている。36.5×22.0× 68(耐 。第5層出七

(24)動 をもつ熱H掟呵離オにし雛 ある。面商節協部晰日亥で、期 、剖孵

を行っている。最初、素材剖片の主剥雛面側を作業面にして、長縁部に打面を求めて2回、剖

睡 を行っている。次に蜘 して作業面を反対の面に求め、短縁部の原面を打面に

して打撃を加えている。しかし、長さ約10Bm、 幅約16剛の先端が段になる剰貯しか取れていな

い。39.0× 34.0× 8.7(ImJ。 河道2出亀

(20 源面開面に先端面にも原面をもつ剣片を素材にした石核である。面商酸法の石核で素材

剰片の          をおこなっている。位置はずれる力＼素材剖片劉帥時と同じ原

面に打面を求め、剖離作業を1回おこなっている。この剰離作業で長さ)徹勁駄 申離蝸2amal

片を取ることに成功している。なお、先行剖鴎面側の大きな剰離は素材劉障時のものか、石核

として剥片細離をおこなつたあとのもの力半明隋もかない力ヽ これは台石上打撃によるもので

はない。43.8× 46.2× 12.lGO賠渫乾出上

(26)おそらく短縁部の→端にある原面を抽面にしたと思われる剖障を素材にし船 ある。

最初、素材剰片の打面と反対側の短縁を打面にして剤離作業を行っているがうまくいかず、90

度転回して長縁部に打面を求めて数回、右へ打面を移動させながらはさみ打ちで剰片制離作業

-22-
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をおこなっている。大きな剰貯としては長さ約醐剛、幅約25皿と長さ約281m、 幅22剛の 2枚の

剣障が取れている。素材剣片の先行鋼離面は原面である。72.0× 27.0× 12.5m。 河道 4出十^

(27)剥片を素材にした石核である。両腫破法の石核で、まず、短縁部を打面にしてはさみ打

ち      を数回おこなっている。その後劇0度転回して長縁部を打面にして同じよう

にはさみ打ちで数回剣離作業をおこなっている。そのうち、何回かの剰離作業はうまくいった

らしく打瘤の発達しな咀蝶 ヽ 数ヽ枚取れている。石核の周縁には          に似た

小さな剖離が認められる。78.6×75.0× 14.3(n。 河道 2出十ハ

(28)歯即輸翻m面をもつ先端ヒンジの剣片を素材にした石核である。        と同じ劉

離面に位置を左にずらせて打面を求め剣片鋼離作業を1回おこなっている。このときの打撃で

長さ約哩llHll、 幅約29mの打庸の発達しなこ囃 を取ることができている。40。 91m× 37.0× 17.0

価い。河道 4出十ハ

(29)すべて剰離面で構成される石核片である。 4打面盾核で、そのうち3面はチョッピング

・ツエノ的 、あと1面t調晴踊蔽晒である。61.0× 40.5× 20。 2m。 河道 2出十分

(30)片面の3分の 2に原向をもち他は制離面で構成される石核である。 3打面盾核ですべて

原面打面である。56.0× 醐.3×28.2m。 第 3層出十ハ

(31)片面に原面をもち、他は制踊面と節理割れの割胸涵k璃成される石核である。 3Trm

核ですべて原面肘面である。全体に磨滅している。55。 1× 44。 1× 10。 4m。 第 7層出亀

(32)片面の全面に原面をもち、他は剥離面と節理割れの割陥面で構成される石核である。原

面打面の単打面石核である。長さ約40剛、幅約281mの打瘤の発達しない薄い剥片が剰離されて

いる。磨滅が著しい。47.5× 34.0× 10。 8。 河道 2出亀

(39 原面と剰麟面で構成される石核である。 2打面盾核で、剥離面打面と厠面打面である。

廠 獅 にした婦穆をσ湖サ禍硼雑はうまくとヽっていないが、魚脚騒随オ司印こした烈‖燎購騨ごは

長さ約艶m、 幅約45剛の横形剥片を劉離することができている。46.5× 35.5× 13.3ω。第 5

層巾七

鮒

剣障t測策 出上している。そのうち細聞調隆剰片t望6点あり、ほぼ半数にあたる。素材の形

態をみると横形剰障襲点、剖障制点、石刃閃誹椛 点 同定不能17点である。この中には両極

技法で磯れ,噴砂招 点が含まれる。それら93点の観察結果は付表 1・ 2にまとめる。今回は出

鋤 ヴ まいので量的な検討はできない。

その刑臣靖留物

的   (翻12・ 離 12)
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(34)凝灰岩質頁岩製の砥石である。両側面のィ1ヽ部分に、この砥石の制作時の磨痕が斜線状に

残っている。砥石としての使用痕函両面にわずかに残る。石質からみて金属製品を研ぐのに使

用したと思われる。長さ1371m。 幅饂剛。厚さ24.純 試掘 トレンチ出十ぉ

535、37(蓄看榎雪13・ 曖q胞死12)

(35)卵形の形態からみてハンマーと断定してもいいかもしれない力＼識打が集中する箇所が

認められないので磨石と認定した。砂岩製である。全体t鋤 秘 られる力ヽ 単にローリン

グによるものか、使用によるものか判断がつかない。ほぼ全面にマンガンが付着している。河

道出上のためとおもわれる。123× 92×86衝耐も河道 2出十ハ

(37)和泉砂岩製の磨石である。偏平な丸石で、周縁に改打痕が、片面のほぼ中央から周縁に

むかって 3分の 1の範囲に磨痕が集中する。反対の面には中央にわずかに磨痕が認められるが

顕着ではない。これらの磨痕から丸石をたてて、厚みのある方の面を手に持ってものを叩き潰

したり、すりつぶしたと考えられる。134.5× 134.8× 72.7(Illll)。 河道 1出十n

凹み石認(図版12)礫岩製の凹み石であるp偏平な丸石で、両面の中央に直径鍋mと 2411Bll

の凹み部がある。周縁と小さい方の凹み部のすぐ横(45× 45色めの範囲1こ磨痕が認められる。

とりわけ、後者の磨痕は顕著である。104.1× 99.5× 69。 1(mmJ。 河道 2出十ぉ

4rllB6(挿図13・ 図版12)

t36)和泉砂岩製の石皿である。偏平な石で、片面に直径約151mの範囲で凹み部が認められる。

磨痕はこの四み部内に放射状に認められるのと、凹み部の横の平らな面にも認められる。400

X300× 110価 )。 河躍狙 出上

石臼

花闘岩製の上自で、約学分残存している。深さ4.5 clll、 長さ4.2 clll、 臓 2 clllの方形の挽木

穴が残っている。芯受けの直径t湘[2 clllで、深さt翌.7 clllを測る。分画数は8分画で、 1単位

に5本の播目が認められる。廻転方向は左まわしである。推定径29,Oclll。 厚さ8.3 an。 河道 3

出上

(粟田)

(註 1)山 中一郎 (1978)、 「 長 原遺跡 出土 の石器 につ いて」 、長原 遺 跡 調査会偏  『 大 阪市

平野 区長原遺隊発 掘調査 報告 書 (大 阪市交通 局地下鉄延長 工事 、第 31・ 32工 区の発 掘 調査 )、

大阪、 pp.3479(再 版 1982)。
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ま と め

錦織南遺跡は、これまでの発掘調査で縄文時代から中世に至る複合週跡として位置づけられ

てきた。包含層からは、弥生時代から中世に至る遺物が出土している力＼離 で確認されてい

るのは奈良時代と中世のものであった。その後、1981年の大阪府教育委員会の発掘調査で、縄

文時代晩期の土器が多量に含む河道が、追跡の南部で陥認さ瓶 遺跡が古く縄文時代まで遡る

こと力WJ明 した。この調査では、東北地方の跡 ある大洞系の土器(大洞BoC)が出

土し、遠隔地との交流をうかがわせるものとして注目さオk大洞系の上器を伴う遺跡として、

当時、東大阪市日下遺跡く藤井寺市国府遺跡についで錦織南遣跡の名が付け加えられた。

今回の調査地は、上記の縄文晩期の土器と共に大洞系の土器を伴う河道が検出された地点の

東側に当たり、調査前から遺構の関瞳性に注目していた。その燥 を以下に要約する。

1.調査地点における縄文時代から現代に至る河道蜘 ることができた。縄文時懺晩

期の河道岱輸鬱閉 Lallの低位段丘の縁辺まdit幅を持ちながら東にち絨伝 その崚、次第に浅

くなりながら南側に本流を変えていった思われる。中世捌降t剖 I「幅や流路の方向が■定にな

り、さらに南に流れ舞 、時1こ t喜議流となって、】Lallにユロ監したことがわかる。概 には

調麿地周辺は水田化され、その気 細御 I勝改修され、近世に小規模な氾濫を見るものの現

在に至ったと考えられる。

2.出土した縄文土器には

醐 翻賀里IoⅢ)の他

に、提 の洞躍勢 朝ヽ 噺

葉と車熱D北白,咽提ぶと

器が出上しており、調査地

】L4Uに広がる低舷段丘上に

集落の存在をう力謗 わヾせる

もので、後期の遺跡のあり

方を考える上韓 である。

3.出土したサヌカイト製

打製石器は土器と同時期の

働 捌 嘲 幣

つ。石核については、両極

技法のもの力湧 く見られる。

う
０

　

監

大浙杯w郭勘憩嘲闇魔。1卿期の期
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図版 2
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図版 3
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河道 2断面 (引ヒ西から)

測道 3断面 (北西から)
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図版 4

河道 1全景 (西から)
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河道 1断面 (西から)



足跡化石群 (西から)

ゾウとシカの足跡化石 (西から)
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図版 6

縄文土器 (河道 1出土 )

縄文土器 (河道 2・ 3 溝 2出土 )



図版 7

28

26

瓦器 (河道 2・ 3 第 5層出上 )



図版 8
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石鏃 石錐 彫器 横形削器



図版 9

直刃削器 凸刃削器 複刃削器



図版 10

複刃削器 打面作成剥片 ピエス・エスキェ 石核
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図版 12

砥石 磨石 凹み石

石皿




